
学習を通して心のバリアフリーを！
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車椅子体験をきっかけに、身体に障がいのある方の生活に

せまり、実態や問題点について調べ、「全ての人が暮らしやす

い世の中」を考えていきます。プラスとマイナスの両面から

追究を進めていくことで、新たな見方や考え方がうまれまし
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学賀漬勲鰯流払靜蝿旦庶間)…

桐気ないこと永
困難だというこ

とを実感するた

めに、数時間にわ

たり、車椅子をし

ました。
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福祉と聞いて思い浮かぶのは？（2）

・体に障がいのある人

・バリアフリー

車椅子体験をしてみよう（6）

・思ってもみなかった大変さがあった

．みんなで支え合わないと大変だ

どんな障がいをもった人がいるのかな？（2）

・目や耳の不自由な人

暮らしやすくするために必要なことは？（1o）

・スロープは大切だけど、全部につけると……

・盲導犬が必要。でも、数が足りない。どうする？

・私たちがそっと手を差し伸べれば……何ができる？

私たちの地域は、みんなが暮らしやすいのかな？（6）

．様々な立場で見てみよう

儂々な情報を収勇
させ考えをまとめ

ました。情報を交

流することで、い

ろいろな問題点が

表出し、追究のき

っかけとなりまし
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自分たちができることは何だろう（4）

・物をそろえてもだめで、みんなが意識しないと

．みんなが暮らしやすいということをこれからも考えて
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福祉をテ雲ﾏｨごLお雲践です。:車椅子体験

を通して､:三これまで患いもしなかった大変さ

を考えるよ うiざなります,6 輻祉の現状は?",自
分たちにできることは？福祉を学びながら、

人との接し方についても考えていきます。

車椅子体験

1．実際に体験することで新たな見方が！
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可能な限り長時間の車椅子体験をさせることで、

様々なことに気付いてきます｡たくさんの大変なこ

とを知るとともに、「周りの人がよけてくれたから

うれしかった」など、周囲の人との関係についても

実感していました｡両方の立場からの見方を生むこ

とができたのです。

ｒ
第
２
‐
章
」’…．､

“§．

;鳥鐘§

2．様々な情報を判断材料に！
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目の不自由な人のことを調べた子供は、盲導犬

の充実や点字の普及を考えました。しかし、設置

反対の事実など、様々な情報をもとにしながら、

自分なりの判断をしていきます。ひとつの情報を

じっくり調べることも反対の情報を集めて考えて

いくことも大事だと気が付きました。

3．最後は心のバリアフリー！
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車椅子や点字など、ものへの注目から、「周囲の

人の意識が変わらないと」「何にも変わらない」な

ど、自分たちや社会全体の意識に目を向けるよう

になりました。障がいのある人を特別視するので

はない心のバリアフリーの大切さを感じることが

できました。
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